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���な���では、�
な��を��する��、���の��で��が�われます。

 !の���の��、" Ωの��では の��が�われる��があります。m 1A

しかし、���では()が*+したり、または、-.で����の-�がされいる��

、" Ωの��を" の��で��しなければならない��が5じます。m mA

" Ωの��を" の����で��する��、()7の"μ の�9:;を< にm mA V

��する>?があります。 こ こでB5する�きなDEは、��Fと()HをIぶケーブ

ルで5じる"μ OPのQR�Sが��TUとなることです。Wチャンネル��で、スキV

ャナーを_するとそのabリレーefのQR�SがさらにTU?gとしてijされます。

このQR�Sによる��TUは、" ～" にnぶ��もあります。10% 100%

rsのtuにより、�
な��を
さな����で��する��、��vwxという

��zxを{|してQR�Sによる�9}~を��し、()�7の"μ を< にV

��する>?があります。 ���なマルチメータでは�t�に μ �;の< な�91 V

��ができないため、ここで{|される��Fは、 �;の��が��な、1uV KEITHLEY

2182A ( ) 34420A� や、 �アジレント � などのナノボルトメータになります。KEYSIGHT

��vwxでQR�S}~を��した��£ Max. 160ch


さな����による�
����ソフト Wチャンネル®¯( )◆

��° �6240A/40B/6241A/42/43/44ADC

GP IB-

マイクロオームメータ 34420AKEYSIGHT

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

Windows 7,8.1,10 (32 or 64bit)
-Excel2010/2013/2016/2019(32bit Only)MS

スキャナーKEISIGHT

W32-6241 34970AMRMXの��

W32-6241 2 34980AMRMX の��

W32-6241MRMX DAQ973Aの��

()-1

()-2

()-3

QR�Sを��
しなかった��

QR�Sを��
した��

W32-6241 / 2/MRMX3MRMX MRMX エーディーシー

Ch /" スキャナ �� GP-IBボード Ò.

740,000	

740,000	

920,000	
W32-6241MRMX2-R

W32-6241MRMX2-N

W32-6241MRMX-R

W32-6241MRMX3-R

W32-6241MRMX-N

W32-6241MRMX3-N

NIÔ

NIÔ

NIÔ

ラトックシステムÔ

ラトックシステムÔ

ラトックシステムÔ

ÙÚÛÜ

Windows
7/8.1/10/11
(64bit )ÝÞß
Excel
2010/2013
2016/2019/2021
(32bit Only)Ý

2182Aは、 �の��です。ケースレー

34420Aは、キーサイト・テクノロジー�の��です。


��
の�����！

ナノボルトメータ 2182A/34420A

6240A/40B/41A/42/43/44
6253/6254

����・���／モニタ

6240A,6240B,6241A,6242,6243,6244は、 �の��。エーディーシー

Max 30ch

Max 30ch

Max 160ch

�チャンネル��に��

34970A( )àá

34980A

DAQ973A



◆��vwxによる��で、QR�Sによる��TUを��し、âãPな�
����をおこないます。

åæç��での

��è��Ié

êæç��での

��è��Ié

ëソフトの��vwxにより、

QR�SによるTU}~を��したIé

��、� !を#$した'(� )*では、 から ./の5き9な;<を�;して)*が?われます。しかし、E)*Fによっては、E)*FのJK、0.1A 1.0A

またはMNをOくため、このような5きめな;<を�;できないUVがあります。このとき、Z 、または、Z での)*;<で� を)*することになりますが、mA uA

)*$\]ケーブル`のNa;bのcdを5きくeけるghとなります。

ijでは、)*;<にklした、)*される� opqをrします。

)*;<が(さいほど)*vwが5きくなります。これは、)*;<が(さいほどE)

*Fのxy;zが(さくなり、Na;bのcdをeけやすくなることを|しています。

5きめの)*;<で)*したUVでも、E)*Fの� oがμΩ./であれば�じ

ようにNa;bのcdを5きくeけることになります。

Na;bによるvwの5きさは、#$する\]��の�`、�さ、また��の�/��

に5きくklします。

�ソフトでは、;<���による)*でNa;bによるvw��を��し、かつ、��q

�により、��ノイズや�/pqによるバラツキを(さく�えます。

ただし、#$する!) の¡¢や£/を¤えることはできません。

・)* について。

この)*では、E)*Fのxy;zはZμ 、§はそれ©ªの;zになり、��のV

デジタルマルチメータや、;°が±²する;z)*³¢では)*が´µなレベルです。

このように(さな;zを£/·く)*するために、��はナノボルトメータとºばれる;z

!を#$しなければなりません。

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

エーディーシー�

6240A/41A/42A/43/44

ケースレー�

ナノボルトメータ 2182A

ケースレー�

マルチメータ 2000

/SCAN TCSCAN

キーサイトテクノロジー�

ナノボルトメータ 34420A

GP IB-

47ð��に®¯

2182Aによる

7ð�9��に®¯

34420Aによる

7ð�9��に®¯

そのñの��Fによる

7ð�9��に®¯

10Chスキャナーカードに®¯し、
ófôの�9やõPの��が��です。

�ソフトでスキャナ で&'する*+、��する.�:の;<OFF

����の��

ö��÷

�9��
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��データのøùúût
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=>?@をDEして、
��
の��をIなうことができます。


��による�
��を��しようとすると、þに;sのTU?gにより<しい��èが��できません。

1.��|ケーブルで5じるQR�Sによるオフセット�9。
2.��ノイズによる��èのバラツキ。
3.���9の~	�
�やãP
�。

�ëソフトを{|しても、{|する��Fが
つ��ãP�rの��はできません。)

QR�SによるTU}~の��

�
��をあまり�きくない��で��しようとすると、
その�7の�9は"μ OPの�9になる��がありV
ます。£えば、 Ωの���を の��で��しよ1m 10mA
うとすると、����7の�9は μ となり、この�
10 V
な�9をâãPに��する>?があります。
しかし、�9��のために{|するケーブルの���
�fにはゼーベック�éによるQR�SがB5し、そ
の�9}~がTU?gとなります。その�9の�きさ
は、{|するケーブルや��のõPÛÜによって�な
りますが、"μ になる��があります。V
そのため、{|する��ケーブルは、��で����
との��を�け、����で、かつ S!いケーブルを
{|することが>?です。��が
さいほど、また、��
��が
さいほど、QR�Sの#$を�きく%けることに
なります。&'は、(i��をスイープして��èを��
した£ですが、(i��が
さいと��される��èの
TUが*えることが	ります。

åæç��での

��è��Ié

êæç��での

��è��Ié

ëソフトの��vwxにより、

QR�SによるTU}~を��したIé

ëソフトは、QR�SのTU}~を��するために、3つのzxをサポートしております。

(i��
(i��

(i��

���9
���9

���9

0
0

0

0
0

0

QR�Sによる
�9オフセット

QR�Sによる
�9オフセット

①��vwx
åæçとêæçでそれぞれのæç
で�9を��し、そのøùèから
��を.めます。

②ゼロ0<x
��ゼロのýの�9と、12に
��したýの�9のUから��
を.めます。

õP34

③360<x
���にõP34が7る��に
õP34~も0<します。

��ノイズによるバラツキの��

1�èのバラツキ

øùúûtè

「��vwx」「ゼロ0<x」は、øùú:"を
;�100:まで<�が��です。
��=への��ノイズの?@に®する®Aを�
なうことがBëですが、��できない��èの
バラツキは、øùúûtによってC�した��è
をDEできます。
&'では、(i��èを��で「��vwx」で
��のF(�をGHし��した£です。åæçで
の4:��èのøùèと、êæçでの4:��èの
øùèをさらにøùして��èをjIしています。
C�した��èがEられています。

◆

◆

(i��

�
�

�
�

I
é
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「 」ボタンを¾した¿、「 」SHIFT DIGITS
( )ボタンを¾します。GPIB
ªÊのように「 」にして「GPIB ON ENT

」ボタンでÏ*します。ER

)* の - アドレスをÔÕのアドGP IB
レスにÖ*し「 」ボタンでÏ*ENTER
します。

)* のラングエッジを「 」にÖSCPI
*し「 」ボタンでÏ*します。ENTER

KEITHLEY 2182AのZ�

KEITHLEY 2000のZ�

「 」を¾して、「 」( )キーを¾して、SHIFT DIGITS GPIB

- を にÖ*します。GP IB ON 「 」キーを¾して、アドレスをÖ*します。ENTER

もう１/「 」キーを¾して、ラングエッジをENTER

「 」にÖ*します。SCPI

�ソフトを&'するために]?な.�:のZ�

スキャナ で&'する*+の^_`aOFF

����を�います。
この「)*」タブをÛÜして「 」ボタンをSTART

クリックすると、Þ*した;<oでの� )*や、

ßbした;<リストにàづいて� Excelシートに

)*を?うことができます。

シートの;<リストで)*するUVは、æçExcel

にキーßbしておいてください。

;Kは、このボタンで、{|するLF
のMNと、その - アドレスを<�しGP IB
てください。;sをPQください。

ë�のスイープL�を{|した��
この「スイープ」タブがÛÜされているêに「ＳＴＡ

」をクリックすると、ßbしたスイープîïにàＲＴ

ずき³ のÖ*を?った¿、スイープをò?しま

す。 スイープóô¿、そのghを Excelõにö÷

みます。ö÷データは、ùúのカーソルüýから

ªþÿにÿかってßbされます。

データのö÷¿、Excelシートõに、���に�

jを?います。パルス�bも�¢です。

RSHTUして����を�います。
「�	)*」をÛÜしたUV、「)*」タブでÖ*

した)*îïにàづいて�	
��して� )

*を?います。

ë�のカスタムスイープL�を{|した��
この「 」タブがÛÜされているêに「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

��のカスタムリストに��されていをクリックすると、

る�bリストにàづいたスイープ)*を?います。

スイープóô¿、そのghをExcelõにö÷みます。

ö÷データは、ùúのカーソルüýからªþÿにÿ

かってßbされます。パルス�bも�¢です。

「�:のZ�」の`a
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２xy)*／４xy)*の��を?います。

)* ��をÖ*します。

³ の - アドレスをÖ*します。GP IB

「)*」タブをÛÜしての)*で、「 」êの³ �b��をÞ*します。PAUSE

)*��ê、１�だけオートゼロを?います。

62410A/41A/42Aだけの³¢です。



25.4560
DCV ACV

DCI ACI

47ð��

27ð��

27ð��
27ð��

KEITHLEY 2182A

Agilent 34420A

624xdeで4fg��の*+ 624x+2182Aで��の*+

624x+34420Aで��の*+ 624x+そのj��:で��の*+

����の��

ö��÷

�9��

����の��

ö��÷

�9��

����の��
����の��

ö��÷
ö��÷

�9��
�9��

DVM


��
��のklmn

����をVWしながらの����£

����をX�した����£

����リスト

����è

��èの��Ié

��èの��Ié

��Fの1�è

��Fの1�è

åæç����è

åæç����è

êæç����è

êæç����è

ëソフトでの��Ié

ëソフトでの��Ié

624xが�9モードの��、��èは��èと	Zされます。

また、��モードの��は、�9èと	Zされます。
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ùúの)*をóô¿、�ê !します。 「 」を¾ＰＡＵＳＥ
したまま、「 」を¾すと、ステップ��になります。ＳＴＡＲＴ
%&に「 」を¾した¿に「 」を¾しても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
��になります。 「 」を'�すると、�� モードに)PAUSE )*
*します。 「 」タブがÛÜされたときのみ、+,です。)*

�bを-.します。

01を2(r|に�り�えます。

;z�bするêは、34;<をßbし
;<�bするêは、34;zをßbし
ます。 56のUVは、³ 78に9じ
その�boに:;した%5の34o
に���にÖ*されます。

#$する³ の��がr|されます。

<=±のZoは - アドレスをrわGP IB

します。³ ��と - アドレスのÖGP IB

*は、「³ のÖ*」ボタンで?います。

� を*;<)*と*;z)*でÛÜ
します。
「;z」�bでの� )*は、)*³ 
の「±>」「その?」をÛÜしたêだけです。

Excelõのデータを�bするêの@üをÖ*します。 Excelõの
データが「１００」で、「uA」をÖ*すると、100uAが�bされます。

)*が した しますóô ê、³ の�bを 。OFF
チェックをCけないと、Dôê、�bは%¿の�boでON
をEFします。

チェックをCけると、�bがパルス
�bになります。Gjがr|され
ますから、パルスH/ をßベースo
bしてください。
パルス�bにチェックをCけると、
「EFê
」がパルス�	に�り�
わります。;z/;<の�bEFê
をßbします。

56のêは、)*にIJな%(ê
に
なります。パソコンのタイマでê
をLM
しますからあまりNÏではありません。
パルス�bのUVは、パルス�	に�り
�わります。
0.05～9999RのSTでßbできますが、
?の�bîïやパソコンの¡¢により、
0.05RC のê
はVれないUVが
あります。

「��」タブを[\した]、「 」ボタンで����を^_します。START

「 X�IS」のチェックを�して、���Vで����を�う��は、abにExce

lシートに����リストを@Sしておく>?があります。その]、「ISôc」ボタンで、

óLFがISするExcelシートrのデータôcdeをf�してください。

r s<�をした]、「 」ボタンをクリックするとf�ôcからåh;æçに��START

èがISされ、その����Iéがijのカーソルôcに@Sされます。

「ISôc」ボタンPQ

�bするデータWXüýをÞ*します。
Excelõのカーソルを�bしたいWXü
ýにýいてこのボタンをクリックします。
iのテキストボックスに、カーソルüýが
���にßbされます。
テキストボックスへは、Z[、\ßbも�
¢です。 テキストボックスが56の��
では「 」できません。Iず、ßbがIJです。START

]*された;<、または;zで)*

するêにチェックをCけます。

)*-に³ にエラーがM^したUV、�bを-.す

るîïをÖ*します。ªÊの01でÖ*します。

)*に#$する)* をÞ*します。

・±>

624xを@_で４xy�での)*のU

VにÛÜします。

・2182A

2182Aを#$するUVにKEITHLEY

ÛÜします。

・34420A

Agilent34420Aを#$するUVにÛ

Üします。

・その?

その?の)* を#$するUVに

ÛÜします。

)*の���ZをÞ*します。

1～100�でÞ*します。

「��モード」にチェックをCけたUV、

9þÿだけで��q、cþÿだけで

��qした¿、9þÿとcþÿのoを

さらに��qして� oをd�します。

;<�;¿、)*��までのef

ê
をßbします。

)*��で、&�の)*のêだけ、

�;¿の)*��までのhちê
を

ßbします。&�だけ、õÊの)*e

fê
にkdされます。

)*ghを シートにßbするêのExcel

@üをÖ*します。

チェックをCけると、ò)oはExcelにßbされず、

d�した� oだけがExcelシートにßbされます。

チェックをCけると、� oを!dしないで、)* の

)*o(;z/;<)をそのままExcelシートにßbします。

;<または;zの�b)*oもExcelシートにßbします。

ÛÜした)* のlmÖ*を?います。

�
��のoI
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6240A/41A/42Aだけの³¢です。
「Dôê�b 」にチェックをCけOFF
たUV、³ のオペレーションをOFF
にしないで、オペレーションを のまON
まで、サスペンドにします。
ここでは、サスペンドのêの�b;z
をßbします。

「qrM」「s¡��」「ゼロuN」「デルタ ３w� 」からÛ( )

Üします。

「qrM」@x��での)*。

「s¡��」)*ごとに;<þÿを�りzえて)*。

「ゼロuN」)*と;<ゼロを{|に�りzえて)*。

「デルタ ３w� 」)*}に;<þÿを�りzえて３�)*( )

を?います。



)*-、)*oが�にExcelシートr|

されるように、Excelシートを���にス

クロールします。)*-の�jを?って

いるとき、グラフがスクロールにより~れ

てしまい��VなUVは、チェックを�し

て)*をスタートします。

)*��からの��ê
をExcelシート

にßbします。

#$する624xのlmをÖ*します。

)*データの�Cê�をExcelシートにßbします。

KEITHLEY2000の)*も�êに?います。

だけの³¢です。(W32-2400 )MPX

?の)* の)*も�êに?います。

(�>)* の�を��ください。)

)*データのトレンドグラフを��します。

「�	�� )*」では、グラフは�jされません。

ßbした�てのîïをロード�びセーブします。

「 l」タブをÛÜし、データ�bを?うUVのリアルタイム�)*
jのþ�をÖ*します。

グラフのタイトルをÔÕにßbします。56でもかまいません。

��のデータをÞ|します。

��のデータをÞ|します。

��9�の / をßbします。56のUV、オートスケーリングされます。ただし、æçにoをßbし、]*スケールMAX MIN
にすると、�jが��に?われます。

��9�の / をßbします。56のUV、オートスケーリングされます。ただし、æçにoをßbし、]*スケールMAX MIN
にすると、�jが��に?われます。

「グラフr」の`a

)*の��ê
をÖ*します。ここでのßboが)*ê
の�さを�*し、ßb�¢なEFê
(パルスH)にcdを

�えます。

��:で「st」をuvしたwのyzZ�

��:で「 」をuvしたwのyzZ�2182A

アナログフィルタを にします。ON

デジタルフィルタを にします。 にÖ*したUV、そのîïをÖ*します。ON ON

)*レンジを / で��えます。 のﾁｪｯｸを�すとレンジßb$テキストAUTO MANUAL AUTO
ボックスがùれますからレンジをキーボードからßbします。��なoをßbするIJはあ
りません。ßbされたoに�  い１つõのレンジにÖ*されます。

��ê
をÖ*します。

リファレンス³¢を にし、そのリファレンスoをßbします。ON

�)k々のmnのL�opにつきましては、��Fの「User's Manual」をPQください。

)*チャンネルをÞ*します。��は「 1」をÛÜします。DCV

2182Aの - アドレスをÖ*します。GP IB

��:で「 」をuvしたwのyzZ�34420A

�)k々のmnのL�opにつきましては、��Fの「User's Manual」をPQください。

��ê
をÖ*します。

)*チャンネルをÞ*します。��は「 1」をÛÜします。DCV

¤Ö*�9は、)* にC�するö¥¦§¨にÊ©されている¦§ªを��ください。

)*をオートレンジで?います。マニュアルレンジでは、34;<によって�まるレンジに]*されます。

)*Dô¿、 õのカーソルüýが���に)*Excel

データのG­üýへ®�します。
チェックがqいUVは、ª­üýへ®�します。
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Excelシートõの�jのUV、デフォールトの�jサイズに:する��の�j°±をßbします。

グラフラインの]の²さをm]で�jします。

�jを シートõではなく、�j³$のチャートõで�jします。Excel
´し、スキャナ#$での「 」「 」では、�jはIず シートõに?われます。( Test Meas. All Meas. Excel )



��:で「そのj」をuvしたwのyzZ�

その?)* とは - でパソコンと[�されているIJがあります。GP IB
その?)* から·られてくるデータのフォーマットは、 であり、¸ZのデータのUV(Max10¹)、データ
はコンマでº�られているIJがASCII
あります。
»1 ¸Zのデータをe¼したUV、�ソフトで#$するデータは、WXの1つだけで、それ©½のデータは¾てられます。)
»2)その?)* からのデータöり÷みは、�ての)* との�¼をE¿するものではありません。

もし、)* からデータをeけöるê、クエリーコマンドをæçに·¼するIJがあるê、ここに·¼する
クエリコマンドをßbします。ほとんどのUV、56で です。OK
もし、マルチメータが コマンドÀÁのものでしたら、ªÊのコマンドのどれかが#$されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

)* のデータe¼êにトリガがIJなê、チェックをつけます。

その?)* の - アドレスをÖ*します。GP IB

öり÷んだデータに、ªÊÅdを?った¿、Excelへßbします。
Excelへのßbo = ( )* データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへßbするæ�をここにßbします。
56のUV、「�>」がßbされます。

)*��çに、)* に·¼するコマンドがあるUVは、ここにßbします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をßbします。 ��は56です。

)* のデリミタをÖ*します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「ÔÕコマンド」からトリガのþ�をÛÜします。GET TRG
��は、「 」のÛÜをします。GET
「ÔÕコマンド」をÛÜしたUVは、トリガコマンドをテキストボックスにßbします。

)* のデータにÅdrMを?うときにチェックします。 ¸Zのデータがe¼されたUVは、その�ての
データに、ªÊにßbしたÅdが?われます。

��{|リストを シートに~�するmnExcel

ÍÎを��するçに、�bする)*;<リスト

を�þÿにßbしておきます。

;<は、�bするUVはプラスoで、Ï÷むU

Vはマイナスoでßbします。

ÍÎの)*ghが、このようにßbされます。グラフ³¢を

にÖ*しておくと、���に�jが?われます。On

このüýを�büýにÞ*します。

�bデータは、 õのÔÕのüýExcel

にßb�¢です。

このüýにカーソルをýいて、ÍÎを��したUVのÑです。

カーソルüýはÔÕですが、)*ghは、カーソルüýから

ªþÿにßbされます。
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)* のデータはZoとして¥います。

)* から¸Zのデータが·¼されるUV、データの
º�りªÒをÞ*します。�Ó�には「コンマ」が#$されます。



�t��: マルチメータ� のZ�mn( )

�>)* とは - でパソコンと[�されているIJがあります。(ªj)GP IB
�>)* から·られてくるデータのフォーマットは、 であり、¸ZのデータのUV(Max10¹)、データ
はコンマでº�られているIJがASCII
あります。»)�>)* からのデータöり÷みは、�ての)* との�¼をE¿するものではありません。

もし、�>)* からデータをeけöるê、クエリーコマンドをæçに·¼するIJがあるê、ここに·¼する
クエリコマンドをßbします。ほとんどのUV、56で です。OK
もし、マルチメータが コマンドÀÁのものでしたら、ªÊのコマンドのどれかが#$されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

�>)* のデータe¼êにトリガがIJなê、チェックをつけます。

�>)* の - アドレスをÖ*します。GP IB

öり÷んだデータに、ªÊÅdを?った¿、Excelへßbします。
Excelへのßbo = ( )* データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへßbするæ�をここにßbします。
56のUV、「�>)* 」がßbされます。

)*��çに、)* に·¼するコマンドがあるUVは、ここにßbします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をßbします。 ��は56です。

)* のデリミタをÖ*します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「ÔÕコマンド」からトリガのþ�をÛÜします。GET TRG
��は、「 」のÛÜをします。GET
「ÔÕコマンド」をÛÜしたUVは、トリガコマンドをテキストボックスにßbします。

�>)* のデータにÅdrMを?うときにチェックします。 ¸Zのデータがe¼されたUVは、その�ての
データに、ªÊにßbしたÅdが?われます。

�>)* のデータをZoとして¥うか、ªÒとして¥うか
のÖ*を?います。��は「Zoデータ」にÖ*します。

�>)* から¸Zのデータが·¼されるUV、データの
º�りªÒをÞ*します。�Ó�には「コンマ」が#$されます。

�>)* が·¼するデータZをセットします。

KEITHLEY 2000を&'する*+のZ�

)*レンジを / で��えます。AUTO MANUAL
のﾁｪｯｸを�すとレンジßb$テキストボックスAUTO

がùれますからレンジをキーボードからßbします。
ßbされたoに�  い１つõのレンジにÖ*され
ます。

トリガþ�をÖ*します。
「 」FREE RUN
)*-も ��をEFします。FREE RUN
「パソコン」
)*ê
}にパソコンが)* にトリガを·¼します。
)* は ��になります。HOLD
「�>」
)* リアーのトリガリンクxyに�	してサンプリング
を?ないます。

)*のトリガディレイê
をßbします。
��は、56または「0」をßbします。スキャナカードを#$するときチェックをCけます。

サンプリングレートをÖ*します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

アベレージング³¢を にします。ON

)* ��でÖ*した - アドレスと�じoをÖ*GP IB
します。

)*ファンクションをÖ*します。 ;z;<, ;zDC AC
;<, � 2]� 4],�/,�ÔZ,�	からÛÜ。

)*データをÕZÅdして、
そのghをExcelシートにß
bします。G01がr|され
ますから、ÕZA,BとそのÅ
dghの@üをßbしてくだ
さい。

)*oをExcelへßbするêの@üをÖ*します。
「òo」は、)*ファンクションにより「V」「A」または
「Ω」の@üでßbします。「ÕZÅd」を+,にし
たUVは、このÖ*はqÖされます。

×:o)*を にします。ON

��の��

)*のファンクションで「�/」をÛÜします。

N;:のタイプをÛÜします。 K, J, T( )

�/の@üをÛÜします。 C,F,K( )

サンプリングレートをÖ*します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

���・��の��

)*のファンクションで「�ÔZ」または
「�	」をÛÜします。

)*する;zレンジをÖ*します。

アベレージング³¢を にし、そのîïをON
Ö*します。

� だけのL�です。)W32-6241MPX
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000- Scanner  Card(10ch)SCAN
Model 2000- Scanner  Card(9ch)TCSCAN

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４7ð��のIt

４7ð��の��

は、この「 」SENSE

ラインをui4t

します。

２7ð��の��

は、この「 」INPUT

だけをItします。

２7ð��のIt

２7ð��のIt

４7ð��

２7ð��

Model2000-SCAN スキャナカードを&'した��mn

)*するチャンネルにだけにチェックをCけます。
)*チャンネルは��しているIJはありません。

)*ファンクションをÖ*します。¤チャンネル}にÙなったファンク
ションのÖ*が�¢です。 た だし、��したチャンネルで�て��
のファンクションにÖ*すると�いスキャニング)*が�¢になります。
そのUV、 ;zで の)*にJするê
はÚ Rです。DC 10ch 1.1
1～5 では、４xy� )*のÛÜが�¢ですが、４xy� )*をch
ÛÜすると、その:になるチャンネルの#$はできなくなります。 Ñえ
ば、 を４xy� )*にÖ*すると は#$できなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカード{|」にチェックをwけると、;sxyがz{されますから、スキャン��の|}を<�します。「リレーカード{|」チェック
がwいた~�から;sxyをz{するためには、��チェックを�してから�Pチェックをwけます。
ó チャンネルの��ファンクション�のサンプリングレイト やアベレージング�の��|}はabにzÙで<�しておく( , , )FAST MID SLOW

>?があります。

¤チャンネルの)*oにÅdrMを?った¿、 へのßbを?うExcel
UVは「Åd」にチェックをつけ、「ÕZ 」「ÕZ 」「@ü」にÛ�なoA B
をßbします。

へのßbo )*o ÕZ ÕZExcel = ( - B ) * A

スキャナカードのkl�

�) では、1chは{|できません。TCSCAN
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����
��をIう*+のZ� � だけのL�です。)W32-6241MRX

「)*」タブで、]*�bにチェックをCけたêだけ「�	�� )*」が�¢になります。

また、)*îïは、�て「)*」タブの01でÖ*したîïにÜいます。ただし、グラフの�jは?われません。

「 」ボタンをクリックして、òÝに)*を��するまでのhちê
をßbします。START

Ñえば、Þ�ß±にÍàをßれ、á*の�/にâãするまでhってから)*を��

したいUVなどに#$します。

)*のê

äを３�`でÖ*できます。)*で#$する)*ステップにチェックします。

ê

äをßbします。

ê

äの@üを「R」と「�」で�り�えます。

)*�Zをßbします。

õÊでÖ*した)*ê

äと)*�Zから、�ての)*をDôまでのáJê


がr|されます。このê
がå!dされるのは、ßbしたテキストボックスからカーソ

ルを®�したときです。

)*データのßbされた ブックを*	�にõ¨きElするêにチェックをCけます。Excel

その¿、Elする)*サイクルをÞ*します。

)*データが、 シートの%ª?にâãしたとき、æのシートのWXに®�します。Excel

æのシートがないUVは、���にシートが��されます。

ただし、シートが20シートにâãすると、ÍÎをç3�にDôします。

�Cがpèになったとき、ùúのブックをElした¿、éしいブックを��し、そのWXから

データをßbします。

データのßbされた ブックをElするフォルダをÞ*します。Excel

バックアップElされる ブックêのWXにCけるêëをßbします。Excel

ブックには、ªÊのêçが���にCけられます。Excel

バックアップ	
で ブックのファイル�Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

{|��による�
���の�� ¡

;<を STに�pしながら� oの)*をおこなうUV、)*データをグラフにより 5r|すると、ªÊのようなìかなíwがîられるUVがあります。

これは、;z;<M^ の�bレンジをオートレンジで)*したUVに、レンジの�り�わりwでM^します。

このíwをïぎたいUVは、�bレンジを]*レンジにして)*を?ってください。

:
�bがオートレンジのê、

レンジの��りwで、'(な

íwがM^します。
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スイープ��Iéが シートに@Sされた£Excel

�:�eでのスイープ¤�と��をIう

ë�のスイープL�を{|した��
この「スイープ」タブがÛÜされているêに「ＳＴＡ

」をクリックすると、Ö*したîïにàずき、２ñＲＴ
の³ が�	をöってスイープをò?します。
スイープóô¿、そのghをExcelõにö÷みます。
ö÷データは、ùúのカーソルüýからªþÿ
にÿかってßbされます。
スイープDô¿、データをパソコンö÷みにJす
るê
は、5000ステップのデータのUV、Ú20
Rです。

;zスイープ／;<スイープを�り�えます。

スイープスタート;z／;<をßbします。

スイープストップ;z／;<をßbします。
スイープのUVスタートとストップのNòLOG

のs¡は�じにしてください。

LINスイープのê、ステップ;zをßbし
スイープのê、ディケードóりの�ôLOG

Zをßbします。
»） スイープのUV、この6は\ßbLOG
�öません。 ダブルクリックによりßbo
をpèしてください。

34;z／34;<をßbします。

¤ステップのEFê
をßbします。
パルス�bのUVは、�	をßbします。

リニア/ログのスイープを�り�えます。
(6240A/41A/42AのUVは、 / の��え)LIN FIX

スイープスタート/ストップoのßbの@üを
Ö*します。

パルスモードで�bします。
「EFê
」がパルス�	となります。
�êにªÊのîïをßbします。

スイープスタート／ストップ
を÷)スイープし
ます。

スイープを��します。

¤ßb�9の¦§は、³ にC�するö¥
¦§¨を��ください。

#$する³ の��がr|されます。
<=±のZoは - アドレスをGP IB
rわします。³ ��と - アドレスのGP IB
Ö*は、「³ のø�」ボタンで?います。

R6240のパルスISの��だけz{されます。
パルスISでは、1A�rの��ISを�う
��、;�なパルス�S/パルス�などを�
Ù�に�jし<�します。

6241A/42AのUVにr|されます。

クリックすると2ndスイープのÖ*が�¢に

なります。⑥の�を��。

)*データがZoqして、

シートにßbされます。Excel

���に û¡が�jされます。I-V
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スイープ�9をExcelにD�みます。
B5モードが「�9」で、「スイープ�9」と
「スイープ��」の�æにチェックをwけた
��、このスイープ�9は、12の��
èでなく�jèで@Sされますから、12
のIS�9èと���なる��があります。

スイープ��をExcelにD�みます。
B5モードが「��」で、「トレース�9」と「トレー
ス��」の�æにチェックをwけた��、このスイ
ープ��は、12��èでなく�jèで@Sされ
ますから、12のIS��èと���なる��が
あります。

�9スイープのý、ここで@Sした��è
に®¯した�9èを�jし、Excelに@S
します。��スイープの��は、�9èの
@Sになります。

��の�~ýHを<�します。
óステップでの����ýHを@Sします。

スイープ�9／��を�æともD�みf�
した��、�Ù�にÚ'を�います。

6240A/41A/42Aの��は、��èでの��が
��です。

»1) )*Dô¿、その)*ghを)* ±>の バッファメモリからExcelõにデータをöり÷むのにIJなê
は、4000ステップのデータの

UV、 Ú21secかかります。

»2) スイープ)*に üし、EFê
、パルス�	、パルスH、��ê
、ホールドê
、ソースディレーê
、)*efê
、)*のオート

レンジ、 M^のオートレンジþのÿみVわせによりIずしも��のîïÖ*ができるとは4りません。 できるだけ �*した)*ができるよ

うにするため、�Û�なîïÖ*で)*を��しようとしたとき、ßbîïをpèするJ�が?われます。

Û�な)*îïになるように、õÊîïをå/��して、)*を��してください。

)* のö ¥¦§¨を�	し、M^と)*の34æ�を
�しておくことが5�です。

⑥ の スイープのZ�6241A/42A 2nd

スイープステップHを��える;zをßbします。

ç�のスイープステップHをßbします。

©ªの2�9のßbが+,なUV、 スイープが?なわれます。2nd

どちらか、または
þが56のUV、 スイープは?なわれません。2nd
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ExcelrのデータをランダムスイープとしてIS
この「ランダム」タブがÛÜされているêに「 」ＳＴＡＲＴ
をクリックすると、Ö*したîïにàずき２ñの³ が
�	をとってランダムスイーープをò?し、その)*
ghをExcelõにö÷みます。
ö÷データは、ùúのカーソルüýからªþÿにÿか
ってßbされます。

Excelシートより、;zoとしてöり÷むか、;<
oとしてöり÷むかをÛÜします。

öり÷むデータの@üをÖ*します。
Ñえば、Excelõのデータが「100」で「mA」
をÖ*したUV、100mAとしてöり÷まれ
ます。

ExcelõのZoデータを³ のランダムメモリへ
·り÷みます。
Excelõのùúのカーソルüýからªþÿ
にデータのöり÷みを��します。
セルが56になるか、5000¹になると、
öり÷みをDôします。
öり÷んだghは、ªの�b �に��
されます。
5000¹のデータをパソコンから³ へ·¼
にJするê
は、Ú20Rです。

「 」により�bするメモリ �STをSTART
ßbします。

「メモリ �」でÖ*されたSTのデータのランダム
スイープを��します。
æçに「;z�b」か「;<�b」かを「スイープ」
タブのM^モードを�り�えておいてください。
?のîïは、「スイープ」タブでÖ*したªÊの
îïにÜいます。
・ /パルスDC
・EFê
 (パルス�	)
・)* efê

・ソースディレー
・オートレンジディレー
・スイープリ バース
(パルスのUV)

・ バイアスo
・パルスH

ランダムスイープと�êに)*を?うときにチェック
をCけます。;z)*/;<)*のどちらか�þの
ÛÜとなります。
6240A/41A/42Aでは、� )*のÛÜができます。

)*ghをExcelへßbするときの@üをÖ*します。

[�されている³ の��をö�し、r|
します。

�bと)*のîïをßbする³ をÛÜ
します。<=±のZoは - アドレスをGP IB
rわします。³ ��と - アドレスのGP IB
Ö*は、「³ のø�」ボタンで?います。

Excelデータをランダムメモリにª«、¤�と��をIう

ランダム��でスイープした£

�b;zÔ�

)*;<Ô�
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¬­

34420Agilent

KEITHLEY

Channel-1Channel-1

Channel-2

Agilent 34420のZ�

34420ë�のメニューを[\し、
インターフェイス1. = -GP IB

2. - ( =22)GP IBアドレス ��è
3. =ラングエッジ SCPI
を<�します。
opは、 w�の�Ú�� 34420
をPQください。

‘Shift’+’>’ ’I/O ’KEY MENUで をz{。

2 -.インターフェイスを に<�します。GP IB

1 - ( =22). アドレスを<�します。 ��èGP IB

3.ラングエッジを に<�します。SCPI
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����

�9��

マルチファンクション/スイッチ��ユニット

Keysight 34980A

ADC� など6244

Keysight 34420A
2182Aまたは、KEITHLEY

��°

ナノボルト/マイクロオーム・メータ

¨QR�S@Sケーブル
34102A

ö��÷ ö��÷ ö��÷

34921A * Max 8マルチプレクサ ©
( 20ch) * 8 = Max. 160ch４7ðx

34921T ターミナルブロック k* Max 8

Wondows 7,8,8.1  (32bit or 64bit)
-Excel 2007/2010(32bit only)MS

900 ( 1024 )ディスプレーの«æç ドット�r Þß ドット

GPIB USB- VbF

34980A²³´µ'モジュール

;��� 2A

�チャンネル�
��のmn

��のためのシステム¹º

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

W32-6241 2 (Max 160ch)MUX の��

W32-6241 (Max 30ch)MUXの��

W32-6241 3 (Max 30ch)MUX の��

KEYSIGHT. 34970A

( = Max3)カードスロット"
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マルチプレクサカード 34901A

４7ðx ©10ch * 3 = Max. 30ch

DAQM901A(Max 3 )©

KEYSIGHT DAQ973A



ö��÷

ö��÷

01

01

02

02

03

03

21

21

22

22

23

23

+

+

-

-

��|

��|

�9��|

�9��|

34921A マルチプレクサ
４7ðx ©20ch * 8 = Max. 160ch

34921T ターミナルブロック

�チャンネル
��
��のシステムkl»

KEYSIGHT( ) 34970A�アジレント

KEYSIGHT( ) 34980A�アジレント

マルチプレクサカード 34901A

４7ðx ©10ch * 3 = Max. 30ch

30chÝソフトで{|するスキャナ

160chÝソフトで{|するスキャナ
( = 3)カードスロット"

( = 8)カードスロット"

��° �6241A/42/43/44ADC

ナノボルトメータ 34420AKEYSIGHT

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

スキャナë�

マルチプレクサ・カード

マルチプレクサ・カード

または、

;sハードウェアは®てユーザー°でご|²いただく>?があります。

GP IB-

W32-6241 2 (Max 160ch)MUX の��

W32-6241 (Max 30ch)MUXの��
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DAQM901A(Max 3 )©

DAQ973A

W32-6241MUX3(Max.30ch)
で{|するスキャナ



「��」または「RS��」のタブを[\し、
「 」ボタンをクリックします。SCANNER Wチャンネル��のためのスキャナ<�xyがz{されます。

スタートボタンがWチャンネル��をzす「 」にVわります。SACN START.

まず、;Kに「 」ボタンをクリックします。SET
ij�Uされているスキャナの´µをDり
�みます。
Dり�んだスロットやチャンネル´µを;s¶
にz{します。
また、&¶にf�されたチャンネルに<�
されます。

ij�Uされているスキャナë�に·¸されて
いるマルチプレクサカードのスロット¹ºをzし
ます。

óカード�のチャンネル"をzします。
»¼は�� をzしています。ON
グレーは�� をzします。OFF
ダブルクリックすると がaりbわります。ON OFF/

Wチャンネル��を にします。OFF

�Uするチャンネルをf�します。f�できるチャンネルは、��が に<�されているON
チャンネルだけです。

f�されたチャンネルの�Uを�います。

「 」をクリックすると「 」ボタンが7�になります。SET TEST MEAS.
「 」ボタンをクリックするとij�Uされているチャンネルの½¾��を�います。TEST MEAS.

このxyは、��^_bの¿DりÚÀとして{|します。
()の4tHÁいや、�U Âなどを�います。

ALL MEAS ON.ボタンをクリックすると、ij��が に<�されている®チャンネルの��を
１:だけ�います。
ここで、®()の4tチェックを�います。

スロット¹ºを[\し、óスロット�の��チャンネル ~Äを Âします。ON OFF/

óスロットのチャンネルの がz{されます。ON OFF/
óチャンネルごとに、ダブルクリックで をabが��です。ON OFF/

��チャンネル®�のÅÆを�います。 hページをPQ( )

ijiIされたマルチプレクサカードMNがz{されます。

Wチャンネル��を
にします。ON

��¼½¾の¿À
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スロットÈにタブが~かれてz{されます。

��するチャンネルにチェックをwけます。

óチャンネルÈにÉ²のÊbを@Sします。

��IéのË�èを@Sします。
のÌ°、または�°を@Sします。LO HI/

このË�を�れた��、Iéが»¼で
シートに@Sされます。Excel

ここで@SしたèのÍÎを�れた��、
h:の��から��®Ïから�されます。

のÌ°、または�°を@Sします。LO HI/

�)
ここでのË�は、「KSèとのUで��す
る」にチェックをwけた��でも、1�èに
®してË�が�われます。

スキャナ(34980A/34970A)の アドレスを<�します。GPIB

rs チャンネルを�Ð にします。10 ON

rs チャンネルを�Ð にします。10 OFF

ëページのdeチャンネルの´µを
ëページ®てのチャンネルにコピーします。
ただし、ÊÓはコピーされません。

®スロット�でij に<�されているON
;Kのチャンネル´µを、ij の®ON
スロットのチャンネルへコピーします。

に<�されているチャンネルへはOFF
コピーされません。
Ôし、ÊÓはコピーされません。

��を^_すると、K:だけ1�èの��を�い、
２:n�:は、KSèからのVú~で��を
�います。

チャンネルをaりbえるý、��~�のままaりbえると、
リレーのÕúがÖまるため、�×は「ゼロIS」を[\します。
「 」の��は、�°efのISリレーのÕúOPERATE OFF
がÖまる��があります。

óチャンネルをaりbえた]、��を^_するまでの
ØちýHを@Sします。
��=の:ÚがC�するのをØちます。

を{|している��、 OPのýHを<�しないと34980A 0.8sec
C�した��が�えない��があります。

「 」ボタンでチャンネルÂÃをZ�する。CH EDIT.
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rs「 」ボタンで、チャンネルを<�すると、「 」ボタンが7�になります。SET TEST MEAS.
この「 」ボタンをクリックすると、ij<�されているチャンネルの��を�います。TEST MEAS.
��の|}は、xy&°に@Sした��|}にÛじます。

「 」ボタンをクリックしてf�されたチャンネルの�U~Äを Âした£TEST MEAS.

「 」ボタンをクリックして、��®Ïとなっている()を®て��した£ALL MEAS.

ij��が に<�されているすべてのチャンネルを��します。ON
óチャンネルHの��èのÝ®Þßや、àÈに�×な��èを{すチャンネルのáIに
âãちます。

「 」ボタンでf�したチャンネルのTU��£SET

®チャンネルをabえながら、®()を��した£
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��の¼½

��を^_します。

��bに、!S��かRS��かを[\します

グラフúにチェックをwけます。

グラフを��データと�じシートrにÚ'するか、
または、ä|グラフシート ®xy にÚ'するかを( )
[\します。

��タブ !S�� 、または、RS��タブを[\し、Ú'の<�を�った]、��を^_します。( )

RS��を[\した��は、データシートの
バックアップûtを<�します。

��の1�£

��èの�ØèVúの��£

��èのÝ®èVúの��£
（KSèに®するVú）
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Ú'をデータシートrで�った£

Ú'をグラフシートrで®xyÚ'した£
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����

�9��

ADC 624XBシリーズ

Keysight 34420A

��°

ナノボルト/マイクロオーム・メータ

¨QR�S@Sケーブル
34102A

ö��÷ ö��÷ ö��÷

Wondows 7, 8.1, 10  (32bit or 64bit)
-Excel 2010/2013/2016/2019(32bit only)MS

900 ( 1024 )ディスプレーの«æç ドット�r Þß ドット

GPIB USB- VbF

;��� 1A

��のためのシステム¹º

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

W32-6241 (Max.30ch)MRMX3の*+

KEYSIGHT DAQ973A

( = Max3)カードスロット"

マルチプレクサカード DAQM901A

４7ðx ©10ch * 3 = Max. 30ch
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DAQ973A DAQM901Aのokl+

ö��÷ ö��÷
1ch 2ch

DAQM901A 10カード１©につき チャンネル

Channel-1

SOURCE +

SOURCE -

CH-1

CH-11

CH CH-1/ 11 CH CH-2/ 12

DAQM901A

DAQM901A

DAQ973A
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マルチプレクサカード DAQM901A

４7ðx ©10ch * 3 = Max. 30ch

ADC 624X � �°

ナノボルトメータ

COM1へ

COM1へ

COM2へ

COM2へ



Î{ までの��の*+のklmn ４０チャンネルの�1A (34980A )

ö��÷

ö��÷

01

01

02

02

03

03

21

21

22

22

23

23

20

20

40

40

+

+

-

-

Channel-1

34980A

34921A

34921A

��|

��|

�9��|

�9��|

シールドt

シールドt

20®

20®

20®

20®

スキャナー ë�34980A
34980Açy

３４９２１マルチプレクサカード ４7ðx（２０ｃｈ） １©íたり)/
ターミナルブロック+34921T
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W32-6241 (Max.160ch)MRMX2の*+



Channel-1

ö��÷ ö��÷

1ch 2ch

34921A 20カード１©につき チャンネル

hのカードの
へCOM1

hのカードの
へCOM2

34980A+34921A oekl»
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SOURCE +

SOURCE -



34970A 34901Aのokl+

ö��÷ ö��÷
1ch 2ch

34901A 10カード１©につき チャンネル

Channel-1

SOURCE +

SOURCE -
CH-1CH-11

CH CH-1/ 11 CH CH-2/ 12
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W32-6241 (Max.30ch)MRMXの*+



�~M VbFの�~ýHは、 の½ôを{|します。A/D ' 'PLC

î|��" のïðです。Power Line Cycle( )

このýHは、 VbFefのコンデンサをñ�するýHです。A/D

は、î|��"の1�S~のýHです。1PLC

òóでは、 、 òóでは、 をzします。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

��ãPに#$をnぼすノイズ?gのöどは、î|��"の÷"øの��"の���9です。

の÷"øの�~を�うことによりノイズ?gのWくを��できます。PLC

<しい�9

ノイズ}~ î|��"}~( )1PLC

A/DVbFには、「ùhÞßM」と「�~M」があり、ëソフトがサポートする�9��B5Fは、「�~M」を
{|して��が�われます。

VbúPがúいため、ûýの�9��が��。

�9のûýèを��することがn�。

オシロスコープや、 Vbボードなどに{|される。A/D

VbúPは�い。

ノイズの#$を%けにくいためC�した��が��。

デジタルマルチメータ、���、�
�9���など

に{|される。

@Süº
@Süº

D/AVbF

�9Þß:Ú

【þÿ】
コンデンサにñ�して、��するýHを�る

①�~M VbFA/D

�~:Ú

②ùhÞßM VbFA/D

【þÿ】
ef VbFとのÞßにより��する。D/A

A/D�µ:について

ÓÔwÕ「 」とはPLC
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